
学校づくりアンケート結果報告
１月末から２月初旬に学校評価として、

４・５年生児童とＰＴＡ役員の保護者の方

々に、学校づくりに向けたアンケートをお

願いしました。また、学校評議員５名の方

々に、アンケート結果を基に、アンケート

やご意見を伺いました。

◎４・５年生用アンケートの項目は、次の

通りです。

【４・５年生用】

１ 学校生活は楽しい

２ 運動会や遠足などの行事は楽しい

３ 学校の給食を楽しみにしている

４ 先生方は、話をよく聞いてくれる

５ 勉強は、わかりやすく楽しい

６ 困ったこと、わからないことは先生に聞

くことができる

７ 授業に集中して取り組んでいる

８ 自分の考えをみんなの前で発表できる

９ 先生方は、よくほめてくれる

10 学校やクラスのきまりを守っている

11 先生方やともだちにあいさつをしている

12 委員会や係の活動をきちんとしている

13 そうじをきちんとやっている

14 友だちにやさしくしている

15 こまったとき、相談する友だちがいる

16 休み時間は友だちと外で元気に遊んでいる

17 家の人に学校のことをよく話す

18 先生はいじめについてきちんと指導してく

れる

19 友だちにいじめられていやな思いをし

たことがある

各項目について、Ａ（そう思う）、Ｂ（だ

いたいそう思う）、Ｃ（あまりそう思わな

い）、Ｄ（そう思わない）の４段階で記入

してもらい、結果を分析しました。

全体的には、昨年と同様の結果が見られ

ます。ＡとＢの肯定的な回答の割合で分析

しますと、85％以上が「１学校生活を楽し

い」と答えています。しかし、約６％がＤ

と答えていたことを軽視せず、取り組んで

いくことが必要だと捉えています。また、

「２行事や３給食を楽しみにしている」が9

0％近くであることも、楽しさにつながって

います。

勉強面では、「７授業に集中して取り組

んでいる」が82％ですが、「５勉強は、わ

かりやすく楽しい」が74％、「８自分の考

えをみんなの前で発表できる」が51％とな

り、授業等を通して、学習の楽しさや考え

を発信することの大切さをさらに実感させ

ることが課題です。

先生との関係では、「４先生方は、話を

よく聞いてくれる」が84％と高いのに対し、

「６困ったこと、わからないことは先生に

聞くことができる」が70％、「９先生方は、

よくほめてくれる」が67％となり、トラブ

ルの発生や学習内容の理解不足の状況把握

と迅速な対応、また、頑張ったことへのタ

イムリーな声かけ等、教師側からのアプロ

ーチもさらに必要であると感じます。

学校生活面の10～13では、どれも90％近

くで、意識を持ってしっかりと過ごしてい

る姿勢がうかがえます。

友だち関係では「14友だちにやさしくし

ている」が91％、「15こまったとき、相談

する友だちがいる」82％と高く、良好さが

うかがえます。

19いじめに関して、「ある」が28％でし

た。これは決して少ない値ではありません。

本校の校内研究では、道徳科の充実に取り

組んでいます。道徳科を要とした、教育活

動全体を通して、また、児童支援担当教諭

（みんなの先生）を中心として、全職員で

「いじめ防止」の重要課題に引き続き取り

組んで行きます。

◎保護者用アンケートの項目は、次の通り

です。

【保護者用】

１ 学校は、教育目標や経営方針、活動の様子

をわかりやすく知らせている

２ 学校は、授業参観、学校公開日、面談など

を通して子どもの様子を知る機会を十分 設

けている

３ 学校行事の内容は、適切であると思う

４ 学校に、子どものことについて気軽に相談

できる

５ 学校は、子どもが努力したことを認めくれ

ている

６ 学校は、地震・台風など災害発生時の対応

を知らせている

７ 学校は、子どもの安全や事故防止に努めて

いる

８ 子どもへの学習指導は適切に行われている

９ 子どもへの生活指導は適切に行われている

10 学校の施設・設備は適切に管理されている

11 学校の施設・設備は有効に活用されている

12 学校給食は、栄養などをよく考えてつくら

れている

13 学校は、ＰＴＡや家庭との協力関係ができ

ている

14 子どもは、学校に行くのが楽しそうだ

15 子どもは授業がわかりやすいと言っている

16 子どもは、学校行事を楽しみにしている

17 子どもたちは、あいさつがよくできている

と思う

18 子どもたちは交通ルールをよく守っている

19 学校からの配布物は、必ず読んでいる

20 学校・学級の様子は、家庭でよく話し合

っている

各項目について、Ａ（よい）、Ｂ（だいた

いよい）、Ｃ（あまりよくない）、Ｄ（よく

ない）の４段階で記入していただき、結果

を分析しました。

ＡとＢの肯定的な回答の割合で分析しま

すと、全項目で83％～100％の高い値で、全

体的に、よい評価をいただくことができ、

本校の教育活動にご理解いただけているこ

とがわかりました。特に、１・２の情報発

信は、高い評価でした。御所見通信や学年

・学級便り、授業参観、学校公開、面談な

どを通して、教育活動や児童の活動の様子

をお伝えしたことで、学校への理解を深め

ていただくことができたと考えています。

学校HPに関しては、ページ更新回数を昨年

の31回から1,073回に増やし、アクセス数

が8,080回から30,325回（２月末まで）に

なったことも、関心を寄せていただいてい

る現れと感謝しております。他にも、６・

12の防災、給食が高い評価でした。

14・16の学校生活と行事に関しては児童

と同様に高い評価でした。全体的には高い

評価の中でも、児童と同様の傾向で他の評

価より少し低い値だったのが、４・８・９

・15でした。このことは、保護者の方が、

児童との家での会話の内容や様子等から、

児童が感じていることをしっかりと把握し

ていただいている証です。保護者と学校が

連携して、児童のためによりよい教育活動

を展開していくために、同様の問題意識を

持てることは、とても大切だと思います。

◎学校評議員用アンケートの項目は、次の

通りです。

【学校評議員用】

１ 学校教育目標は、求められている課題、児

童や地域の実態などを踏まえ適切である

２ 学校経営方針は、求められている課題、児

童や地域の実態などを踏まえ適切である

３ 学校は、保護者・地域住民の願いを踏まえ

た学校づくりに努めている

４ 教育目標や経営方針に沿った教育活動がな

されている

５ 学校の教育活動の様子がよくわかるように

知らされている

６ 学校は児童の安全や事故防止に努めている

７ 学校の施設・設備等は適切に管理・活用さ

れている

８ 学校は地域の諸団体とよく交流をしている

９ 職員は外来者に対して適切に対応している

10 学校は、学校公開や行事などを通して参観

できるように努めている

11 児童は楽しそうに学校生活を送っている

12 児童は、積極的に学習に臨んでいる

13 児童は、あいさつがよくできる

14 児童は、地域で大切にされている

各項目について、Ａ（よい）、Ｂ（だいた

いよい）、Ｃ（あまりよくない）、Ｄ（よく

ない）の４段階で記入していただきました。

全項目で100％、ＡとＢの肯定的な評価を

いただくことができました。

学校評議員の方々には、授業参観、運動

会、御所見スタディーランド、音楽会と年

間を通して見ていただくことにより、児童

たちが学習の積み重ねの中で成長していく

姿を見ていただくことができました。６年

間の集大成としての音楽会での自信に満ち

た合唱・演奏に感動したという感想をいた

だきました。また、教職員の働き方改革を

推進し、学校が担う教育と保護者や地域が

担う教育を相互理解ができるように発信し、

先生に、児童とじっくりと向き合う時間を

確保することが、アンケート結果のいくつ

かの対応すべき項目の改善につながるので

はないかというご意見をいただきました。

アンケートにご協力いただいた方々、貴

重なご意見をありがとうございました。

教職員による自己評価・反省も含め、い

ただいたご意見やアンケート結果を基に、

来年度に向けて、改善してまいります。


